
居 延 漠 簡 年 表

川 勝
二喜ら巨
等宅 雄

凡 例

1･年表には西北遵題の事件を主 として収録 し,域内の事件は簡文に関係あるもの

一 に限った｡

2･ 年代の明記せられてある筒,及び努徐氏が ｢居延漠簡考樺 ･考謹｣において年

代を定めた筒を, ●印の下にそe)原簡番華 と排印洋装本 ｢樺文｣の真数 とを以

て記したo但 し,該雷の簡が多数にわたるときは,重要な簡以外は軍に真数の

みを記 し,簡番輩を省いた.夫々の貢にわいて該年代の明記され七いるものを

探 されたいO潜は ｢稗文｣難粕 ･有年東署の項に纏められているものは省いた.

3･ 参考のため ▲印の下転年代の明記されている敦埴輪を載せた｡その番競及び真

数は排印本 ｢輝文｣の附録に従った｡A.2.とは即ちこの附録の貢数である0

4･ 今後の研究によって更に年代の確定され又は訂正きるべき筒があるであろう｡

徹ってこe)年表は暫定的なものであって,後の補訂を倹つべき性質のものであ

ることい うまでもない｡
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藷徹,.景帝後 3年 (B.C.141)正月部位, 鉦和6年 (B.C.

87)2月崩御,轟71｡

塞外に受降城を築 く○式師勝軍李庚利大宛を征す

改構将軍遊破奴朔北に出で全軍旬奴に没す

盤外に列城を築 き西北療胸に至 り,又強琴都尉路博徳居延を

築 く○歌旬奴入窺 して諸事陣を壊 し,又琴泉張按に入る○旬

奴烏師底草子死し咽聾湖草子立つ ●303.39,513.23lP.3〕

101 李廃刊大宛王を斬 り汗血馬を獲て選る○均整潮草子死し且挺

侯草子立つ

･100 旬奴漠の使者 を藤 し俵を遣わして奔献す

99 李庚利等旬奴を伐ち,李陵遮塵陣を登して居延の北に出で旬

･奴に放れて降る○渠黍大開爽献

98 秋旬奴雁門に入る▲271(T.xxii.C.22)A.A.47
97 李庚利等大軍を襲 して旬奴を伐ち利あらず

96 且鍵侯軍手殉し狐鹿姑軍手立つ .304.(T･Ⅹiv･iii･67)A･b･
47

95 ●90.21.〔抄.433〕 ′
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征和 1
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征和 51

復元 り
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殆元 1

2
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4
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6

守

94 ▲305(T.xiv.iii.15)A.p.48

93

92

∫9Ⅰ 旬奴上谷五原に入る

90 李廃刊五原に出て旬奴に敗降し,梅通酒泉城を出て軍師を降

して還る･275.20〔少.33封 ;他 2.3ZO;9.338

89 ●557.8,275.22lb.335];他 9.SIC;?･319;P.32I;9.331

88
･273.9〔9.319];半年鏡に嘉名を錫 らず,但元年, 2年と

痕 したこ･と努徐 :漢式後元不立年輩考 (集刊10本)参照

87 冬旬奴朔方に入 り, 上官衆北蓮を行 く ●275.21〔少.33.･.7,

｢漠武後元不丑年戟考｣参照〕

誇動 径元 1 (B.C.87) 2月即位, 元卒 1(B.C.74)4

Bl崩御,轟22

861 '275.10〔9.102];278.9〔P.338,｢漠武後元不立年輩考｣〕

85 狐鹿姑草子死し壷符鞍軍手立つ o513.17,303.15CP.3〕;

273.22〔P.t'uO〕;275.5,275.12,275.18〔9.336];他 9.4

9.3[5;9.39();P.32Z;9.322;P･337

84 ･47.3lP.3〕;509.19〔9.84〕;534.1〔9.3ISc〕;他 P.321

2.33();9.33L;P.334;P.338;♪.432;P.433

83 ●563.8〔P.33,5];308.7lPAOO];他 少.480;9.495

82 ●504.13〔2.,93];275.23lP.336〕;他 2.3lO;9.4{q9

81 蘇武十九年目に選る○金城部を置 く･90.44,90.12,如.2辱

lP･247];303･21等'払 248〕;他 P･IrI;P･250;P･257;b･

263;P.352

80 旬奴を追い甑脱王を虜にす●19.34〔P.IS〕;65.10,65;7lP･

I67〕;511.39〔少.503〕

79 ●515.10〔2.14〕;他 P.442;P.489;侍 12.1〔2.98,考産

Jの 73∂〕参照

78 旬奴日軌 崖蘭.番和に入 り張披太守等に破 らる ･303.12

〔p.～o];､他 2.20'();A.263;9.3占0;♪･365;b･404;P･SI7

77 停介子楼蘭王を斬る･88･5,148･30〔?･17i).;49･11CP･4g()〕

;303.18〔2.3,考護Z～sa〕

I 76 ●515.22〔P.206'〕;310.19〔P.360〕 ●

75 ｡14.21〔P.Ij;216.3〔P.372];･･他 9.434;A.447;A.40()

74 六月昌邑三顧され観除かる ●204.4〔P.27];他 P.ISB;P･

263;a.44()

_t2～



育

73

薄絢,元卒1(忠.C.′74)7月即位,黄龍 1(B.C.49)2月

崩御,専43.

●91.1〔少.IOO〕',他 9.956;?:439;A.488;倫 65.18FP.7,

考置Z～15b〕参照

72 ､秋,田庚明.避充観等大畢 して旬奴を伐ち常憲烏孫に節を持

す●255.38fP.505);他 P.I79;A.180;A.190;P.445;少.

489

711 五月軍罷む,常吉烏孫e)兵を,*いて旬奴に大勝す●■57.29〔タ.

188〕',他 9.26;少.III;少.266;A.445;9.498;タ..<03;9.

517

70

69 ●37.50抄.37〕;293.5lb.241〕;他 9.104;少.449

～

68 壷街晩翠千死し虚聞権渠軍手立つ'･7.7lP.21];飽 P.1246;

P.270;少.488
∫

67 鄭舌等車師を伐ちその他に田卒を置 く･560･17〔♪･Bり ;13･6

lb.IrI〕;他 2.4;P.IIP;少.172

-66 大司馬零轟等反 し零氏一族殊滅 きる●141.1EP.504〕;他 P.

65

178;P.263;2.265;9.487

正月免玄王来朝 o堰奉世野草を伐ち西域 を顔む ･10.35lP.

20,考置7-4Ib〕;20.12〔少.20〕;他 p.122;9.Ice;P.

411;9.488;▲A.♪.8

64 草師の屯田を棄て渠聾に蓬る･10.lllb.4〕;他 P.a;少.9;

?･IO;タ.178;P.250;P.487;ク.488t
63 ●403.2EP.1〕;他 P.IS;タ.26;?.ZII;?.ICE;A.IrI;

?.r246;9.､SOI,;9.486;A.487;P.503;タ.507;▲A.少.2-4

62 ･118･17〔2.26,考畏Z～46a〕;他 P.2;9.3;?.IO;9.20

61

b･23;P･349;A.364;P.429;P.486;P.487;P.489;p.SIS

3~月改元○西蒐反 し泡充園等 これを伐つ ･5.10,10.117lP.

6];10.30〔少.8,考課Z～19a〕;他 P.I2;9こBI;タ.487;

タ:557;倍 267.19秒.59,考霞715rb〕参照 ;▲A.A.8

'60 弟降る○虚聞輝渠草子死し撞紡殉提早手立ち,日産玉藻に降

る･57.8CP.275〕;他P.282;タ.373;P.456.･P.466;▲A.A.9

59 1.159･22〔少.298〕;他 9...049;A.466;少.470;P.502;▲

A.2.9;A.P.4-7

58 五月旬奴畢子弟を遣わして衆献す○獲得的挺草子死し呼韓邪.
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57

展着南軍千相戦 う･346.35EP.323〕;tA.A.8;9;62;Ill

旬奴内紛激 しく五草子相次む ･271.10〔P.492〕;他 ?.I72;

♪.442;A.512;▲A.A.a;10;ll

56 旬奴の呼喪具等降る･6.8, 6.5〔タ.4恥 ;他 P.15;A.68;､

?.407;P.408;備考置Ⅰ-15b参照 ;▲A.少.Il;64

55 .西河北地展観を置いて旬奴の降着 を虎 らしむ .159･21,159･

14〔4.57];3.8〔少.IOr]

54 旬奴草子臣と稀 し弟を遣わして入侍せしむ○連墓の成卒什二

を滅ず ●267.4〔P.242〕;他 タ.37;9.133;P.490;A.491

言霊151

2･

3

14

芸等;) ･
元 等

1

2

3

4

5

元初

53

A.49g;ク.497;P.498

呼帝都.郊真南畢子供に子を遣わして入侍せしむ ●3.141P.

IOO〕;他 ♪.60;A.290;P.333;♪.487;P.493;タ.500;P.

SZl;▲A.p.72

52 呼韓邪草子自ら朝賀せんことを乞 う･37.26,37.51lb.Srj;

他 少.48;▲A.9.67

51 正月呼韓邪爽朝,以後幕甫e)光線城に居らしむ ●43.12Eb.
+

38〕;283.7〔9.89〕

50 呼韓邪.邦文南軍千木献 ●334.20lb.IT〕;他P.59;少.rC;

P.466;P.487

49 呼韓邪入朝 し郵真西遷す ●139.5〔少.494〕;82.6〔少.497〕

静*,黄龍 1(B･C･49)12月甲位,尭寧 1(B･C･33)5月

崩御,専43

48 上郡展尚の降胡亡ぼて旬奴に入る○戊己校尉を置き軍師e)敬

地に屯せしむ ･362.27,562.4〔?.IS,考澄L-5Ia]参照

47一 ●103.45〔p.276〕;28.21〔タ.604〕;▲A.?.52

46 ●282.7〔9.59〕;他 ♪.2;♪.66;A.76;A.514

45 .267.10〔P.CO〕;他 9.66;P.103;A.486;A.514

44 邦文草子藻の使者谷書を若 し康居と結 ん で烏 孫 を伐 つ .

227.8,227.5〔P.72〕;他 ?.37;A/46;A.57;A.58;P.67

;2.78;9.98;A.219;A.242;P.302;A.498;A.518

43 ･515.17〔タ.14〕主562.3〔P.IS〕;他 P.537

42 触西蒐反 し喝奉世等 これを伐つP光線大夫非飼犬司農となる

.217.3〔少.479〕;他 ?.68;A.77;P.447;倫 214.33lb･

79,考雷1-rOa]参照

41 噂奉世京師K:遣る･177.4lb.25〕
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40 ●18.5〔P.IOr〕;29.1,･29.2〔p.ISS];他P.384;A.492;

9.500

39 ●157.29Eb.80〕;他 ?.34;P.CL;A.38(-)I;▲A.2.69

38 ●72.10〔?.44〕;317.3〔P.147〕

37 喝野玉大鴻渡 となる･157.24lb.80〕;他 9.33;P.rl;P.

IOS･,タ.112;少.433;タ.497･,P.500･,♪.501･,少.SII･,倫203.

22lb.43,考鐙1-54a〕参照

36 甘延等.陳湯等邦支早手を康居に斬る ●116.1〔P.429〕;也

?.487;P.49..0;♪.500

35 ●264.6〔少.46〕;他 P.92;?.108;P .438;A.493;P.498;

♪.501

34 ･477.2〔P,IOの ;他P.138･,タ.291･,9.470;A.492;タ.494

;P.500

33

育

3

4

t

2

3

平河

~ヽ~､-
∫

4

5

1

2

平

朔

河

陽

呼帝都草子爽朝, 主唱者を閑氏とす○正月改元 ･46.17〔タ.

498j;217.8lp.50g〕;他 P.44;A.74;A.138;タ.258;?.

490;少.SOT

静思,尭寧 1(B.C.33)6月Ep位,叔和 2(B.C.7)3月

崩御,専45

32 ●284.1〔9.5〕',他 ♪.98･,P.294;A.492

31 呼韓邪草子死し復棟男君鍵草子立つ ●26.1秒.1693l;他P.I;

/P･IC;P･57;P･rS;b･･4LS;♪･498;♪･1498;P･499;♪･503

;A.5I5

30 ●284.21〔タ.2〕;他9.995;A.490

29 ●163.18〔タ.26];他 P.CTL;A.491

28 復林泉軍手.右皐林王等をして奉献せしむ ･135･7ひ.,494)

27 ●140.ll〔タ.87〕;他 少.137;タ.I49;9.304

26 ●269.3lb.8〕;他 P.38;P.88;?.339;?.496

25 復林累早手爽朝 ･284.2lb.CO〕;他 2.2g;A.495

24
●35.22lb.104〕;29.10lb.26Ij;157.5lb.80];他9.ll;

?.52,･P.487;僻 199.1lb.10,考産t～Ib〕

23 ●141.I〔少.IOO];他 タ.147;A;491;P.493;A.497;A.

505;▲A.9.1Ig

22 ●35.8〔?.35〕･,28.1lb.S幻 ',他9.5;9.73I,A.L4r;A.284

;A.495 ､

21 ●317.22lb.74〕;他 P.64;A.104;?.304

20
復林累草子死して擾譜若鍵草子立ち子を漣わして入侍せしむ

●265.ll〔P.96];他 P.31;A.64;A.IOC;b･149;b･987;
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P.386;P.428C;タ.502

.276.1〔A IOr〕;3.24〔少.PBI]

●32.17EP.CSJ;258.14〔P.54〕

16 ●32.6lp.25〕;160.6lb.54〕_

15 ●51.10CP.90);他 P.72g;♪jSZS;A.489;9.507

14 ▲213.22lb.19〕;140.2lP.SS〕;229.1,229.2〔9.175〕･

13

12
ト捜譜草子死 し草牙若鍵軍手立つ ●506.9秒.C3〕;15.19〔少.

27〕;他 9.90;A.LIB;A.169

11 烏孫乱れ段骨宗そe)太子番丘を斬ってこれを供む･181.2秒.

19〕;110･3EP.169〕;他♪.3L;P.95;P.105;2.204;a.m

;P.378;少.471

10 ･75･9〔b･91];3･llEb･108〕

9 ●506.26〔p.489〕

7
㌧
帝

.

2

慕

建卒1

2
1

3

4

慧芸;A)

2

平

元始 1

2

1

四月御史大夫を大司空とす○草牙草子死し鳥殊留若晩翠子立

つ .254･10lp･67,考琵Z～20a〕;他 b･36;b･141;b･273

;b･495;♪･497 ..

･224.1〔P,236〕;3.30lb.502)
J

轟欣,紋和 2(B.C.7)4月即位, 元専2(B.C.1)6月

崩御,寿26.

6 ･506.5lb.124〕;他 9.57;?.114;タ.299;P.489･,?.499

5 烏孫旬奴相攻め旬奴烏孫の質をとる.藻これを責め質を犀き

しむ●81.1OlP.83〕;他P.302;A.-442

4 I･15.18〔九 28〕;他 9.108;タ.490;9.495;P.511

-3 草子上音 して卯年朝せんことを乞 う●122.21〔少.49;A.278〕

;55.10〔少.495〕

.505.37〔少.6,考笹Z～74b〕;209.8, 209.6秒.31,考課

イー50a〕;他 P･6;P･49;P･295;b･297;♪･490;♪･496～

1 正月旬奴草子及び烏孫大息輔衆朝〇九月中帝即位,太皇太后

臨朝.王弄大司馬 となって政を乗る

育

A.D.1

2

薄荷,元専2(B.C.1)9月軸位,元始5(A.D.5)12月

崩御,寺14

.53.1lb･IO,考鐙 7-3･9q〕 ;▲A.b/.97

.163.20lb.269〕;他P.131;A.SOB
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4

5

捕手嬰 (王弄居梼)

居構1 6

2 1 7

芸芸;) 8

王 葬

始連的1 9

10

3

4

5

4

5

6

1

1
-
1

1鳳天国

2

3

逮地

皇

始

地

更

l島地

-ヽ-
∫

4

5

6

閲

2

3

4

1

2

光 .武 帝

･155.14lb.27〕;283.2〔タ.499〕;▲A.2.70

･57.10〔2.43〕;283.27,282.18〔2..58〕;▲A.9.56

十二月帝崩 じ王葬構政 ･280.16lb.250].;.53.19lb.252];

▲A.P.64
●

西尭反 し膏況これを伐つ●336.30,131.4W.BOT〕

●154.54lP.495〕;他2.4;A.497

十一月改元,十二月重罪自ら新皇帝と辞す●25.4lb.38〕;

312.6〔少.67,考琵 Z～60b〕;他 P.497;▲A.P.95

五威肝玉駿等を遣わし旬奴に新印章を輿 う▲367(T.xiv.i.

7)A.P.58

旬奴故漠空 を求めて得ず連郡に超す○戊己校尉史陳良等校尉

を馨 し旬奴に亡げ入る○ 王弄旬奴討伐の軍を起す ･210.35

抄.67,考歪 7-60a〕･,他 9.385;タ.456

蓮軍の吏士放縦内郭亦徴登に苦しむ

▲272(T.xxii.b.9)A.p.43

烏孫大小昆滴俵を遣わして責献す○蔦香坂 し部課但鉄を&'bす

○旬奴鳥珠留早手死し烏累若晩翠手立つ･16.2〔少.306〕

●225.llEb.468〕;▲A.A.48;78

●95.5〔P.CZ];210.34lb.503〕

朱弘等をして旬奴を伐たしむ○清音五威滑王駿等を額 し西域

これより絶つ

17 ,▲A･p.58

18 鳥累早手死し呼都雨戸道草若疑早手立つ

19 旬奴人造甚だしくま弄大挙討伐せんとす●346.44lt.119〕

20

21 ▲592(T.xii.a.3)A.?.97

22 ●27.16lb.478〕;110.10〔少.493〕

23 2月劉玄帝を解す○軟玉弊殺きる●394.3秒.33〕

24 更始旬奴に俵を遣わし漠の故瓦を勝る●286.15秒.55〕;25.2

lP.CI〕;他 P.48Llfr;タ.496

静秀,建武 1(A.｡.25)6月即位,建武中元2(A.D.57)

2月駒御,､専62.
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25 六月光武帝即位 ●210.2lP.496〕

27 ●46.10〔P.116〕
28

29 ●59.7lP.203〕;231.16〔少.208〕

30 歳奴俵を遣わして爽献せるも入竜やまず〇四官僚麻を省き十

に-を置 く●483.21〔少.63〕

31 ●61.24〔少.43〕･

和 帝 藷草,華和2(A.D.88)2月即位,元興1(A.D.105)12月駒御,専27.

A.D.93-98(永元玉.六.七.十年) ●未編鏡 lb.413-4I8〕

書王 妃 敦煙筒には建武七年以後の筒が相嘗あるけれ ども.今は軟膏の都合によって

省略する｡

附 紀 本簾は 昭和二十七年度文部省科串研究費の補助による研究成果の一部である｡
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